




植 村 善 博
〔抄　録〕
Bronze Statues, Busts and Reliefs in Honor of Employed Dutch Civil Engineers and 
their Historical Signigicance in Japan
　　　　　　　　　　　　UEMURA　　Yoshihiro
　Four Dutch civil engineers, Doorn, Escher, Mulder and de Rijke who employed 
by Meiji Government stayed for five years or more longer in Japan, and greatly 
contributed to government enterprises for flood control and harbor improvement. 
Ten monuments (bronze statue, bust and relief) of them were erected for thanks 
to the achievement of public work and benefit of inhabitants of the area.
　The ten monuments of Doorn, Escher, Mulder and de Rijke are described these 
characteristics and processes of erection in this paper.
　 Each one monument of Doorn, Escher and Mulder were located at Lake 
Inawasiroko, Mikuni Habour and the Tone Canal where they stayed and worked. 
But the last seven monuments of de Rijke were located in river basins of Kisogawa 
(Gifu, Aichi and Nagano Prefectures) and Yodogawa (Shiga and Kyoto 
Prefectures).
　All monuments were erected after ₁₉₈₅ because of the effect of rising of peace 
movement and international exchange except Doorn’s one erected in ₁₉₃₁.
　 Seven monuments of de Rijke are located in River Kiso and River Yodo, and 
were erected by Ministry of Construction and its related agencies.  After the 
centenary of modern flood control work of River Kiso in ₁₉₈₇, benefits of 
achievement of de Rijke had been generally recognized as contributor by the 
residents.  In river Yodo, after the centenary of flood control work in ₁₉₇₄, 
contribution of de Rijke had been recognized as contributor generally.  But there 
has been no his monument in River Yodo of Osaka Prefecture, because the 
contribution and respect of Tadao Okino (civil engineer) and Husataro Ohasi 
(mover of flood control of River Yodo) has been strongly effective.
キーワード　オランダ人土木技師、顕彰像、地域貢献、明治期























































































































































































































































































































に活動したのが北野道彦（児童文学家・郷土史家）であった。₁₉₇₈ 年 ₁₁ 月 ₂₆ 日に博物館友の









































































































































































日 蘭 交 流₄₀₀
周年記念
砂防フロンティ
ア整備推進機構
斉藤典子
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戦後の国際交流や平和運動などが高揚した時代に始まったといえよう。唯一の例外は₁₉₃₁（昭
和６）年のドールン像である。二次大戦前の建立は猪苗代電力の千石貢の強い意志によるとこ
ろが大きい。銅像は取水口のある山潟ではなく、発電利用が盛んな日橋川の十六橋に設置され
た（₄₈）。これは日橋川に依存する発電事業との関連が強いことを示す。本像の除幕式にオランダ
公使パブストが参列しており、江戸期からの長い日蘭交流と第二次大戦前の両国の友好関係を
反映したものとして注目される。なお、十六橋畔はドールン像をはじめ皇族の植松碑、湖面低
下工事碑など多くの記念碑が集中しており、猪苗代湖の水利用に関する聖地となっている。一
方、郡山市では安積疏水による農地開発および用水と電力により工業都市として躍進を遂げた
ことから、ドールン顕彰および日蘭友好に積極的に取り組んできた。₁₉₇₉（昭和₅₄）年₁₀月１
日には市民からの寄付金によりアムステルダム市の墓地にドールン墓碑を新たに設置した。ま
た、ドールンを仲介として生地ブルメン市と郡山市とが姉妹都市として国際交流を続けている。
図₁₉　オランダ人技師顕彰像の分布（番号は本文および表１と一致する）
　エッセルは三国港再建計画で防潮堤などの調査設計を担当、後にデ・レーケが現地で指揮監
督して完成させている。現存する防潮堤はエッセル、デ・レーケ突堤とよばれ、地元三国ロー
タリークラブが₂₀₀₄（平成₁₆）年に両名を顕彰するレリーフと記念碑を建立している。同地の
丘上にはエッセルが設計したと伝わる５層８角の洋風建築である龍翔館が再建されており、防
潮堤とともに文化遺産としてまちのシンボルとなっている。
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　ムルデルの顕彰は千葉県流山市立博物館友の会がおこなった利根運河の研究や住民活動に起
因している。これまで忘れられていたムルデルと彼の運河建設への貢献を高く評価した北野道
彦が顕彰碑建立を市民に訴え、流山市をはじめ柏、野田両市の市民を巻き込んだ地域運動によ
り建碑が実現されたのである。当時、運河公園の計画中であり、建設省や流山市の協力を得や
すい時期に一致したことも無視できない。₁₉₈₅（昭和₆₀）年４月₂₈日の除幕式の北野の挨拶に
ある通り、本碑はムルデル約₁₀年間の日本での功績とともに、日本とオランダの相互理解と友
好の増進そして米ソ冷戦下における核戦争の反対と平和のシンボルとしての市民精神が強く反
映されている（₄₉）。以上３件は民間団体や個人の意志により建立されている。
　一方、デ・レーケ顕彰像は₁₉₈₇（昭和₆₂）年に建設省中部建設局が木曽三川治水百周年記念
事業として実施、建立したものが嚆矢である。同年４月海津市油島の千本松原に中部地方建設
局が記念碑および海津町が治水の先駆者、平田靱負とデ・レーケのレリーフ碑を建立した。同
地には₁₉₀₀（明治₃₃）年建立の宝暦治水之碑、₁₉₃₈（昭和₁₃）年に平田靱負を祭神として創建
された治水神社が鎮座しており、薩摩義士顕彰の聖地となってきた。そこに新たに２つの碑を
建て聖地の強化をはかったといえる。同年₁₀月デ・レーケ全身像が船頭平閘門横の広場に設置
され、さらに同₁₀月には油島に国営木曽三川公園が開園、船頭平に治水資料館の木曽川文庫が
開設、下流長島町横満蔵に明治改修着工之地を建碑、源流域の南木曽町大崖砂防公園の開園な
ど本事業の総仕上げがおこなわれている（₅₀）。
　また、顕彰事業の前提としてデ・レーケに関する組織的研究が₁₉₈₄（昭和₅₉）年から開始さ
れた。井口昌平を会長とするデ・レーケ研究会が結成され、その成果は₁₉₈₇（昭和₆₂）年デ・
レーケ銅像除幕式に合わせて発行された『デ・レーケとその業績』（₅₁）に集約されている。
　その６年後の₁₉₉₃（平成５）年５月に開館した輪中の文化と高須藩の歴史を展示する海津町
歴史民俗資料館にデ・レーケと平田靱負の胸像が並んで展示された。₁₉₇₃（昭和₄₈）年の高須
輪中の調査によると、平田靱負を周知している住民が₈₆％に達したが、デ・レーケを知るもの
は１％に過ぎなかったという（₅₂）。輪中地域で治水といえば平田と薩摩義士との認識が浸透し
ていたが、百周年事業によりデ・レーケが平田とならぶ治水貢献者として新たに認知されたこ
との反映といえよう。なお、薩摩義士の顕彰は桑名郡戸津村の西田喜兵衛により₁₈₈₉（明治
₂₂）年頃から開始され、油島の宝暦治水之碑建立（₁₉₀₀）、養老町大巻の薩摩役館跡に平田終焉
地碑（₁₉₂₈年）および平田像の建立（₁₉₃₄年）、そして₁₉₃₈（昭和₁₃）年油島の治水神社創建に
よって戦前期の顕彰のピークを迎えた。なお、薩摩役館跡には₁₉₈₉（昭和₆₄）年新たに平田靱
負像が設置され、₁₉₉₅（平成３）年に旧平田町須脇の平田公園に平田の銅像が建てられている。
　長野県上松町滑川の第１砂防堰堤に木曽川上流直轄砂防₂₀周年記念としてデ・レーケ碑が
₁₉₉₈（平成₁₀）年₁₀月に設置された。これは建設省多治見工事事務所が中心に推進したもので、
２年後に予定される日蘭交流₄₀₀周年記念事業を意識したものであろう。
　₂₀₀₀（平成₁₂）年は全国規模でデ・レーケの顕彰が展開された特筆すべき年である。すなわ
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ち₁₆₀₀（慶長５）年４月₁₉日に蘭人ヤン・ヨーステンらを乗せたオランダ船リーフデ号が臼杵
湾に漂着して以来₄₀₀年間にわたる日蘭交流を記念するものであった。₂₀₀₀年４月₂₁～₂₃日大
阪市のデ・レーケシンポジウムと長柄地区河川公園の開園、５月₁₃日岐阜県海津町で記念フォ
ーラム「中部の治水砂防と蘭人技師デ・レーケ」、５月コリンスプラート市に胸像を寄贈、同
月₂₃日には天皇皇后両陛下のオランダ訪問、₁₀月７日富山市でシンポジウム「デ・レーケと常
願寺川」などの行事が挙行された（₅₃）（₅₄）。₂₀₀₀（平成₁₂）年はデ・レーケの砂防と治水への貢献
を掘り起こし顕彰する事業の年となった。そして、砂防フロンティア整備推進機構が木村基金
によりデ・レーケの胸像を製作、生誕地コリンスプラート市、南濃町羽根谷川の砂防ゆうがく
館、大津市桐生の草津川のオランダ堰堤、山城町不動川の砂防歴史公園とゆかりの４地点に寄
贈した。以上のように、デ・レーケの顕彰像はすべて建設省とその関連団体により実施された。
一方、デ・レーケが最初に取り組んだ₁₈₇₄（明治７）年淀川網島での粗朶沈床の試設以来₁₀₀
年目となる₁₉₇₄（昭和₄₉）年に近畿地方建設局が淀川₁₀₀年記念行事をおこなっている。この年、
淀川河川公園の開設、淀川堤防上₂₀カ所に史蹟名勝の石碑と滋賀県田上に砂防百年記念碑を建
てた。交響幻想曲「淀川」の初演もおこなっている。そして、『淀川百年史』の刊行によりオラ
ンダ人技師らにより取り組まれて以来の近代治水事業を総括した（₅₅）。本書においてデ・レー
ケの取り組みと貢献が初めて詳しく紹介されたが、記念行事などにデ・レーケの名はほとんど
登場しない。
３．日本人技師との関係
　オランダ人土木技師の活躍と地域への貢献が各地で行われてきた。しかし、大規模土木事業
は彼らだけで実施できるものではなく、日本人技師らによる協力が不可欠であった。つぎに両
者の関係と顕彰について比較検討をおこなう。
　安積疏水についてドールンの調査に際して南一郎平らによる調査と地図、計画案が検討され
た。そしてドールンが決断した沼上ルートによる疏水工事計画は₁₈₇₉（明治₁₂）年に内務省勧
農局の山田寅吉により完成され、これをもとに事業が開始された（₅₆）。エッセルは三国港改修計
画を作成した直後に後帰国した。このためデ・レーケが現場で指揮監督して完成させた。ここ
には日本人技師らの関与は不明だが、地元の豪商らが工事費の₃．₆割を負担して完成されたの
である。
　ムルデルによる利根運河計画が提出されたが政府は着工しなかった。そこで運河の必要性を
痛感した地元の人見寧、広瀬誠一郎らが熱心な活動をすすめ利根運河会社を設立、資金を集め
た。開削工事は₁₈₈₈（明治₂₁）年５月に開始され、約₅₇万円と約₂₀₀万人の労力を費やして₁₈₉₀
（明治₂₃）年２月に通水、完成した。運河会社の人見や広瀬の熱意とムルデルと一緒に監督に
あたった内務省技師近藤仙太郎らの協力なしには完成できなかったであろう。
　一方、木曽三川におけるデ・レーケの活動は、三重・岐阜両県の要請に応じて₁₈₇₈（明治
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₁₁）年２月現地調査を開始、以後８年間に約₁₀回にわたる踏査を繰り返している。そして、三
川の分流合流状況を根本的に改める三川分離計画を提案した。また、上流における植林や土砂
留堰堤の設置が不可欠と判断している。さらに清水濟および佐伯敦崇両技師の協力を得て₁₈₈₆
（明治₁₉）年に改修計画を完成させた。工事は翌年に着工、₁₉₀₀（明治₃₃）年の成功式をはさ
んで₁₉₁₂（明治₄₅）年まで₂₅年間を要した。工事は日本人技師らによる指揮監督でおこなわれ、
デ・レーケは成功式に招かれていない。戦前期にはデ・レーケの貢献への言及はほとんどなく、
成戸堤防上に₁₉₂₃（大正₁₂）年建立された三川分流碑文に「六年官蘭人測勘地勢規画工程一六
年測勘完成一九年工程決定二十年四月開工脩治三川…」と記されるのみである（₅₇）。
　デ・レーケは₁₈₇₄（明治７）年以降、淀川改修や大阪築港計画に深く関わり、₁₈₈₇（明治₂₀）
年淀川改修計画、₁₈₉₃（明治₂₆）年築港計画意見書を提出している。一方、₁₈₉₀（明治₂₃）年
第４区土木監督署長となった技師沖野忠雄はデ・レーケの計画に大幅な修正を加えた淀川高水
防禦工事計画意見書を₁₈₉₄（明治₂₇）年に提出した。これに準拠した淀川改良工事が₁₈₉₆（明
治₂₉）年帝国議会を通過、翌年に起工した（₅₈）。沖野は₁₉₁₁（明治₄₄）年の完了までの₁₅年間に
わたって指導監督に当たっている。ここでもデ・レーケが工事に直接関わることはなかった。
₁₉₀₉（明治₄₂）年に毛馬閘門広場に淀川改修紀功碑が建立され、碑文には沖野の貢献を「以称
神禹之功」として賞賛して沖野を神格化している（₅₉）。一方、デ・レーケらオランダ人技師への
言及は全くない。さらに、沖野の₁₃回忌にあたる₁₉₃₅（昭和₁₀）年₁₂月に大阪土木出張所を中
心とする記念像建設実行委員会が沖野の胸像を毛馬の紀功碑横に建立している（₆₀）。一方、大阪
放出村出身の大橋房太郎は淀川治水と淀川改修事業実現のための活動に没頭、その実現に大き
く貢献した（₆₁）。大橋の顕彰は四条畷神社における₁₉₂₃（大正₁₂）年の「大橋房太郎君紀功碑」
と「治水翁碑」に代表される。前者は大阪府知事や大阪市長を中心とする官民有志、後者は大
阪緑藍会など市民らによる顕彰が中心である。大橋を治水翁と賞賛、碑文には「是頡頏神禹
功」と記し神格化をはかっている（₆₂）。沖野と大橋は淀川治水の２大貢献者であり、前者が公、
後者が民により顕彰され神格化がはかられた点は注目すべきであろう。なお、枚方市の淀川資
料館には両者の胸像が展示されている。これに対し、戦前期にデ・レーケは忘れられた存在で
あったといえよう。₁₉₇₄年に実施された淀川₁₀₀年記念事業と『淀川百年史』（₆₃）および₁₉₈₇年の
『デ・レーケとその業績』（₆₄）によって全業績やオランダ人技師の貢献が掘り起こされ周知され
たといってよい。しかし、伏見から大阪湾までの淀川にデ・レーケの顕彰像は存在しない。こ
れには沖野および大橋の２大治水貢献者への強い崇敬が今日まで継続していることの反映であ
ろう。
Ⅳ．まとめ
１）明治前期にお雇いとして来日したオランダ人土木技師６名のうち、ドールン、エッセル、
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デ・レーケ、ムルデルの４名の顕彰像が存在する。ドールン、エッセル、ムルデルの顕彰像は
各１件、デ・レーケは７件で計₁₀件が存在する。全身銅像はドールンとデ・レーケの２件のみ、
胸像はデ・レーケのみで４件、残り４件はレリーフである。
２）オランダ人技師の顕彰像はすべて₁₉₈₅年以降に建立され比較的新しい。唯一の例外は千石
貢らによる₁₉₃₁年のドールン銅像である。高度成長期後の平和と国際交流運動が興隆した₁₉₈₀
年代以降に彼らの顕彰が開始されたといえる。₂₀₀₀年の日蘭交流₄₀₀年記念事業はそのピーク
をなすが、今日までオランダと交流を継続しているのは郡山市のみである。
３）７割をしめるデ・レーケの顕彰像は砂防と治水事業に取り組んだ中部・近畿にあり、いず
れも建設省とその関係機関により建立、顕彰されたものである。₁₉₈₇年の木曽三川₁₀₀年記念
事業でデ・レーケの貢献が高く評価され、宝暦治水の平田靱負とともに輪中地域の住民にもよ
うやく周知されるようになった。一方、₁₉₇₄年の淀川₁₀₀年記念事業ではデ・レーケの淀川で
の業績は評価されたが顕彰行事などはなく、現在まで淀川に彼の顕彰像は存在しない。これに
は沖野忠雄と大橋房太郎への強い尊敬が今日まで続いていることによると考えられる。
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康生、久保田稔、長澤均、安中正夫、岩浪正人、田路雅敏、根本和俊の各氏、郡山市役所国際
政策課、安積疏水土地改良区、利根運河交流館、木曽川下流河川事務所、多治見砂防国道事務
所、上松砂防事務所、木曽川文庫、海津市歴史民俗資料館、みくに龍翔館、淀川資料館、宇城
市教育委員会。記して厚く謝意を表します。なお本文中では人名の敬称を省略したことを了解
いただきたい。
　本稿を本年度古稀を迎えられた青山忠正先生および今堀太逸先生に献呈いたします。
〔注〕
（１） 梅溪昇（₁₉₆₈）『お雇い外国人　①概説』、₂₅₃p、鹿島研究所出版会
（２） 村松貞次郎（₁₉₇₆）『お雇い外国人　⑮建築・土木』、₂₀₃p、鹿島出版会
（３） 河野實（₁₉₉₉）『日本の中のオランダを歩く』、₁₈₄p、彩流社
（４） 梅溪昇（₂₀₁₀）明治初期におけるお雇いオランダ人、『お雇い外国人の研究下巻』、₂₃₀～₂₅₆、
青史出版
（５） 木曽川下流工事事務所（₁₉₈₇）『デ・レーケとその業績』、₂₃₃p
（６） ファン・ドールン先生銅像建設会（₁₉₃₂）『ファン・ドールン先生』、₃₉p
（７） 安積疏水百年史編さん委員会（₁₉₈₂）『安積疏水百年史』、₉₂₇p
—24—
オランダ人土木技師の顕彰像とその歴史的意義（植村善博）
（８） 藤田龍之・根本博（₁₉₉₁）猪苗代湖疏水（安積疏水）に関するファン・ドールンの業績に対す
る検討、土木史研究、₁₁、₂₁₉～₂₂₈
（９） ファン・ドールン生誕₁₅₀年記念事業実行委員会（₁₉₈₇）『郡山市と安積疏水』、₈₁p
（₁₀） （６）に同じ
（₁₁） （６）に同じ
（₁₂） 鶴見正夫（₁₉₇₄）『かくされたオランダ人』、₁₅₀p、金の星社
（₁₃） 岡部司（₁₉₇₈）『虹の詩　ファン・ドールン墓碑再建取材調査報告書』、₆₃p
（₁₄） ファン・ドールン墓碑再建委員会（₁₉₈₀）『ファン・ドールン墓碑再建』、₁₀₁p
（₁₅） ファン・ドールン生誕₁₅₀年記念事業実行委員会（₁₉₈₇）『ファン・ドールン生誕₁₅₀年記念事
業報告書』、₇₉p
（₁₆） 龍翔館編（₁₉₉₀）『蘭人工師エッセル日本回顧録』、₂₅₄p
（₁₇） 三国町史編纂委員会（₁₉₈₃）土木工事の発達、『修訂三国町史』、₆₇₆～₆₈₈
（₁₈） みくに龍翔館（₂₀₀₄）『明治三大築港展　図録』、₄₈p
（₁₉） 「広報みくに」₂₁₀号、₁₉₈₁年₁₂月
（₂₀） 「広報みくに」₃₁₅号　₁₉₉₀年９月、ただし、龍翔小学校の設計には主に柳自治が関わったとい
う意見もある
（₂₁） 「日刊県民福井」₂₀₀₄年９月₂₇日
（₂₂） （５）に同じ
（₂₃） 上林好之（₁₉₉₉）『日本の川を甦らせた技師デ・レーケ』、₃₅₀p、草思社
（₂₄） （５）に同じ
（₂₅） （５）に同じ
（₂₆） 羽賀祥三（₂₀₀₅）宝暦治水工事と〈聖地〉の誕生、名古屋大学付属図書館研究年報、３、₇₅～
₁₀₂
（₂₇） 海津市歴史民俗資料館（₂₀₁₂）『今、宝暦治水に学ぶこと—史実と顕彰の歩みをたどる—』、₁₁p
（₂₈） 海津町歴史民俗資料館（₁₉₉₃）『海津町歴史民俗資料館　図録』、₆₃p
（₂₉） 多治見工事事務所（₁₉₉₉）『木曽南部直轄砂防事業₂₀周年史』、₁₅₃p
（₃₀） 上林好之（₂₀₀₀）日蘭交流₄₀₀年とデ・レーケ、砂防と治水、₁₃₅、₂₀～₂₄
（₃₁） 砂防フロンティア整備推進機構（₂₀₀₀）木村基金とは、砂防、₃₆、₁₆～₁₈
（₃₂） 南濃町役場（₁₉₉₃）『砂防に挑んだ人たち』、₇₂p
（₃₃） （₃₀）に同じ
（₃₄） 上田正昭監修（₁₉₈₇）デレーケの砂防工事、『山城町史本文編』、₈₃₉～₈₄₈
（₃₅） 上田正昭監修（₁₉₉₀）近代砂防工事への模索、『山城町史史料編』、₈₉₃～₉₂₄
（₃₆） 楠善雄解説（₁₉₇₆）『土木工要録（付録）』、₁₉₁p ＋₅₆p、恒和出版
（₃₇） 山本鉱太郎（₁₉₈₄）利根運河建設技師ムルデルを三角に追って、におどり、₁₇、６～₁₃
（₃₈） 宇城市教育委員会（₂₀₁₄）『三角浦の文化的景観　調査報告書保存計画書』、₁₅₂p ＋₄₅p
（₃₉） 北野道彦（₁₉₈₂）利根運河の建設監督者ムルデルに関する新資料、におどり、₁₀、２～４
（₄₀） 田中則雄（₁₉₈₄））ムルデル来日の背景と彼の評価、におどり、₁₈、２～５
（₄₁） 北野道彦賞選考委員会編（₂₀₀₈）『東葛の文化と北野道彦賞』、₂₅₃p
（₄₂） 北野道彦（₁₉₇₆）『利根運河—利根・江戸川を結ぶ船の道—』、₁₉₃p、崙書房　本書は後に北野
道彦・相原正義（₁₉₈₉）『新版利根運河』、₂₃₀p、崙書房として改訂、出版された
（₄₃） 記念誌・絵はがき作成委員会編（₁₉₈₅）『ムルデル顕彰碑建立記念誌』、₈₈p
（₄₄） （₄₃）に同じ
（₄₅） 川名晴雄（₁₉₇₁）『利根運河誌』、₁₂₈p、崙書房
（₄₆） 流山市立博物館（₂₀₁₀）『利根運河₁₂₀年の記録—魅力ある土木遺産—』、₁₀₉p
（₄₇） 青木更吉（₂₀₁₈）『歴史ロマン利根運河』、₁₄₉p、たけしま出版
（₄₈） 福島県　『猪苗代湖　総合管理計画』
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（₄₉） （₄₃）に同じ
（₅₀） 高橋直服（₁₉₉₅）『宝暦治水薩摩義士顕彰百年史』、₂₂₃p
（₅₁） （５）に同じ
（₅₂） 伊藤安男（₁₉₈₇）木曽川改修百年と蘭人デ・レーケ、郷土研究岐阜、₄₈、２～５
（₅₃） 永田雅一（₂₀₀₀）日蘭交流₄₀₀周年について—近畿地建の取り組み—、砂防と治水、₁₃₂ ₆₃～₆₄
（₅₄） 建設省中部地方建設局（₂₀₀₀）中部地建内における日蘭交流₄₀₀周年記念行事、砂防と治水、
₁₃₂、₆₁～₆₂
（₅₅） 淀川百年史編集委員会（₁₉₇₄）『淀川百年史』、₁₈₂₁p、近畿地方建設局
（₅₆） （７）に同じ
（₅₇） 海津町（₁₉₈₄）河川改修『海津町史通史編下』、₁₁₇～₁₅₆
（₅₈） 土木学会土木図書館委員会編（₂₀₁₀）『沖野忠雄と明治改修』、₇₁₄p、土木学会
（₅₉） 大脇良夫・植村善博編（₂₀₁₃）淀川改修紀功碑　『治水神禹王を訪ねる旅』、₁₂₈～₁₂₉、人文書
院
（₆₀） 沖野忠雄・坂本助太郎両君記念像建設実行委員会（₁₉₃₆）『沖野忠雄坂本助太郎両君記念像建
設事務並会計報告』、₇₃p
（₆₁） 小川清（₂₀₁₀）『淀川の治水翁　大橋房太郎伝』、₁₈₆p、東方出版
（₆₂） 大脇良夫・植村善博編（₂₀₁₃）大橋房太郎君紀功碑、治水翁碑『治水神禹王を訪ねる旅』、₁₂₂
～₁₂₅　人文書院
（₆₃） （₅₅）に同じ
（₆₄） （５）に同じ
 （うえむら　よしひろ　　佛教大学名誉教授）
 ₂₀₂₀年₁₀月₂₂日受理

